
阪本 浩一先生
（大阪公立大学）

参加
無料2025年 3月15日（土）

14：00-16：00
オンライン開催：Zoom
（入室用リンクは開催前日までにメールでお送りします）

本講演では、AMED研究「当事者ニーズに基づいた聴覚情報処理障害診断と支援の手引きの
開発」の成果を紹介します。この手引きは、日本初の包括的ガイドラインとして、聴覚情報処理
障害の診断基準や支援方法を体系化し、特に教育やリハビリテーション現場での実践を視野
に入れています。講演では、研究の背景や方法、手引きの特徴と社会的意義を解説し、学際的
な視点から聴覚情報処理障害がもたらす人間理解の新たな可能性について議論します。

●  日本語教師に限らず、どなたでも参加になれます
●  2025年3月13日（木）までに、右のQRコードより登録を行ってください
●  QRコードが読み取れない際は当センターのHPからお申し込みください

URL ： https://www2.lit.kyushu-u.ac.jp/~cslp/

九州大学人文科学研究院附属言語運用総合研究センター　（cslp@lit.kyushu-u.ac.jp）

共催：九州大学文学部・社会連携推進委員会／九州大学人社系協働研究・教育コモンズ
運営：九州大学大学院人文科学研究院附属言語運用総合研究センター
後援：一般社団法人福岡県言語聴覚士会／麻生リハビリテーション大学校
　　　福岡国際医療福祉大学／柳川リハビリテーション学院

聞き取り困難症の
診断と支援

（Listening difficulties:LiD)


